




搬入台数の変更理由

当初の維持管理計画では１日の搬入予定量を４００ ｔ とし、そこから逆算して搬入台

数を１０ｔ 車４０台（ １０ ｔ ×４０台＝４００ ｔ ） に設定しました。現在のところ、その

条件下で搬入予定量を達成するために搬入車両を１０ ｔ 車以上に制限し、それ以外の小

型・ 中型車両による搬入を断っています。しかし、実際には１０ｔ 車よりも小型である２

ｔ 車、４ｔ 車等での搬入要望が多く 、顧客ニーズに対応できないのが現状です。さらに、

飛散性アスベストの排出量が２０２８年頃にピークを迎えるとされることや、主に関東圏

に於ける再開発事業に伴い発生する埋設廃棄物の増加、災害等に起因して突発的かつ大量

に廃棄物が発生する事案など、その規模や形態も様々 ある中で、一律に１０ ｔ 車４０台に

制限してしまうとその需要に応えることができないことが想定されます。

そこで、一般的に廃棄物運搬に使用される車両で最も小型の２ｔ 車で全量搬入した場合

でも搬入予定量を達成できるようにするため、１日あたりの最大搬入台数を２００台（ ２

ｔ ×２００台＝４００ｔ ） に計画を変更したいと考えています。

維持管理計画の変更を申請するにあたり、搬入台数を２００台に増加した場合の周辺環

境への影響を評価するため、大気質、騒音、振動について環境影響調査を実施しています

が、その評価の前提は「 大型車２００台」 とし、生活環境への影響が最大になった場合を

想定し、調査を行いました。

前述のとおり、大型以外の小型、中型車両での搬入を可能にするには現状の１日４０台

では対応できず、弊社の埋め立て計画を達成するためにも１日の搬入台数を最大２００台

に増加させるという計画変更をせざるを得ないと考え、変更申請をすることとなりました。


